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彦根市 在宅介護実態調査（概要版） 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

要介護者の在宅生活や介護者の就労継続に有効な介護サービスを検討することを目的とし

ている。 

 

（２）調査期間と調査方法 

調査期間：令和７年 12月 17 日から令和８年１月９日まで 

調査方法：郵送による配布・回収 

 

（３）調査対象及び帳票の配布数と回収数 

令和７年９月末日現在、彦根市内に居住する在宅生活の要介護認定者のうち、更新申請・

区分変更申請に伴う認定調査を受ける（受けた）者で要介護１～５の方 

配布数 回収数 有効回答数 有効回収率 

1,000 件 
609 件 

（前回：631 件） 

599 件 

（前回：618 件） 

59.9％ 

（前回：62.9％） 

 

介護保険事業計画の策定に向けた検討 

１ 在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制の検討 

（１） 集計・分析の狙い 

〇 ここでは、在宅限界点の向上に向けて必要となる支援・サービスを検討するために、「在宅生

活の継続」と「介護者不安の軽減」の２つの視点からの集計を行っています。 

〇 それぞれ、「どのようなサービス利用パターンの場合」に、「在宅生活を継続することができ

ると考えているのか」、もしくは「介護者の不安が軽減されているのか」を分析するために、

「サービス利用パターン」とのクロス集計を行っています。 

〇 なお、「サービス利用パターン」は、「サービス利用の組み合わせ」と「サービス利用の回数」

の２つからなります。 

〇 また、在宅限界点についての分析を行うという主旨から、多くの集計は要介護３以上、もし

くは認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上の方に限定して集計をしています。 
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２．調査の結果 

【主な介護者】 

 

主な介護者について、「子」が 51.2％で最も高く、次いで「配偶者」が 30.6％となっています。 

 
 

【主な介護者の年齢】 

 

主な介護者について、「60代」が 33.4％で最も高く、次いで「50 代」が 22.9％となっています。 

 

30.6%

51.2%

8.9%

0.6%

1.8%

3.2%

3.6%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

合計(n=494)

0.0%

0.0%

1.2%

3.8%

22.9%

33.4%

19.4%

15.2%

0.6%

3.4%

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

合計(n=494)

 主な介護者は子と配偶者で 81.8％ 

 主な介護者の年齢は 60代以上が 68.0％ 
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（１） 在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制の検討 

【施設等検討の状況】 

 

要介護度別の「施設等検討の状況」をみると、「申請済み」の割合は要介護 1・2で 11.0％、要

介護３以上で 9.1％となっています。 

前回と比較すると、要介護３以上において「申請済み」の割合が 15.2 ポイント減少しています。 

図表１-２ 要介護度別・施設等検討の状況 

 

前回調査 

 

 

 

 

 

 

図表１-３ 世帯類型別・施設等検討の状況 

 

  

65.5%

67.0%

23.5%

23.9%

11.0%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

(n=345)

要介護３以上

(n=197)

検討していない 検討中 申請済み

 「検討していない」は要介護度に関わらず、65.0％以上 

 「申請済み」は単身世帯が 15.6％と、他の世帯と比較して高い 

71.4%

51.5%

19.6%

24.3%

9.0%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２(n=332)

要介護３以上(n=239)

検討していない 検討中 申請済み

58.2%

74.0%

65.7%

26.2%

18.5%

25.4%

15.6%

7.5%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯(n=141)

夫婦のみ世帯

(n=146)

その他(n=248)

検討していない 検討中 申請済み
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【要介護度別・介護者が不安に感じる介護】 

 

    「要介護１・２」では「夜間の排泄」が 37.9%ともっとも割合が高く、次いで「認知症状へ

の対応」が 36.3%、「日中の排泄」が 26.5%となっています。 

「要介護３以上」では「夜間の排泄」が 38.9%ともっとも割合が高く、次いで「認知症状へ

の対応」が 36.3%、「入浴・洗身」が 31.2%となっています。 

図表１-４ 要介護度別・介護者が不安に感じる介護 

  

 要介護度によって不安に感じる介護に差がある。要介護１・２で高いが、要介護３以上で

低いものは「医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）、要介護１・２で低いが、要介護３

以上で高いものは「入浴・洗身」、「屋内の移乗・移動」、「外出の付き添い、送迎等」 

26.5%

37.9%

12.1%

25.2%

4.2%

6.2%

10.1%

22.2%

12.4%

36.3%

8.5%

11.1%

10.8%

8.2%

4.6%

4.6%

2.0%

26.8%

38.9%

11.5%

31.2%

5.1%

8.3%

15.3%

27.4%

9.6%

36.3%

3.2%

12.1%

9.6%

6.4%

2.5%

2.5%

2.5%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要介護１・２(n=306) 要介護３以上(n=157)
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【サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上）】 

 

図表１-24 サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上） 

 

  

 訪問回数の増加に伴い、介護者の「外出の付き添い、送迎等」「服薬」の不安が軽減 

23.3%

38.9%

14.4%

35.6%

1.1%

6.7%

11.1%

31.1%

11.1%

34.4%

3.3%

10.0%

13.3%

6.7%

2.2%

1.1%

3.3%

32.3%

35.5%

0.0%

22.6%

16.1%

16.1%

22.6%

25.8%

9.7%

38.7%

6.5%

16.1%

3.2%

6.5%

3.2%

3.2%

0.0%

30.6%

41.7%

13.9%

27.8%

5.6%

5.6%

19.4%

19.4%

5.6%

38.9%

0.0%

13.9%

5.6%

5.6%

2.8%

5.6%

2.8%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=90) 訪問系_1～14回(n=31) 訪問系_15回以上(n=36)



 6

【サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（通所系、要介護３以上）】 

 

図表 1-26 サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（通所系、要介護３以上） 

 

  

23.5%

44.1%

11.8%

36.8%

2.9%

7.4%

14.7%

30.9%

10.3%

36.8%

2.9%

10.3%

8.8%

2.9%

1.5%

1.5%

2.9%

29.7%

34.4%

10.9%

28.1%

9.4%

10.9%

17.2%

23.4%

9.4%

37.5%

1.6%

15.6%

10.9%

10.9%

1.6%

4.7%

3.1%

28.0%

36.0%

12.0%

24.0%

0.0%

4.0%

12.0%

28.0%

8.0%

32.0%

8.0%

8.0%

8.0%

4.0%

8.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

通所系_0回(n=68) 通所系_1～14回(n=64) 通所系_15回以上(n=25)

 通所回数の増加に伴い、介護者の「入浴・洗身」「服薬」の不安が軽減 
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（２） 仕事と介護の両立に向けた支援・サービスの提供体制の検討 

【就労状況別・就労継続見込み】 

 

前回と比較すると、フルタイム勤務において「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が

14.8 ポイント増加しています。 

図表２-９ 就労状況別・就労継続見込み 

 

前回調査 

 

 

  

10.3%

21.5%

70.1%

54.8%

8.2%

12.9%

7.2%

8.6%

4.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=97)

パートタイム勤務(n=93)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない

15.5%

14.7%

55.3%

63.2%

15.5%

12.6%

7.8%

8.4%

5.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務(n=103)

パートタイム勤務(n=95)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい
わからない

 「続けていくのは、やや難しい」「続けていくのは、かなり難しい」を合わせた“難

しい人”はフルタイム勤務で 15.4％、パートタイム勤務で 21.5％ 
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【要介護度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務）】 

 

前回と比較すると、要介護２以上において “難しい人”の割合が 5.9 ポイント減少しています。 

図表２-10 要介護度別・就労継続見込み（フルタイム勤務＋パートタイム勤務） 

 

前回調査 

 

  

16.7%

14.5%

55.0%

60.9%

13.3%

14.5%

6.7%

8.7%

8.3%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１～要介護１(n=60)

要介護２以上(n=138)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない

 「続けていくのは、やや難しい」「続けていくのは、かなり難しい」を合わせた“難

しい人”は要介護１で 20.3％、要介護２以上で 17.3％ 

13.5%

17.2%

64.9%

61.2%

12.2%

9.5%

8.1%

7.8%

1.4%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１～要介護１(n=74)

要介護２以上(n=116)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない

要介護１ 
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【介護のための働き方の調整】 

 

図表２-23 就労状況別・介護のための働き方の調整 

 

 

 

  

27.8%

30.6%

36.1%

4.6%

15.7%

5.6%

30.1%

40.8%

17.5%

1.9%

22.3%

2.9%

0% 20% 40% 60%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業

免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け

等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇

等）」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しな

がら、働いている

介護のために、2～4以外の調整をしなが

ら、働いている

わからない

フルタイム勤務(n=108) パートタイム勤務(n=103)

 「フルタイム勤務」で最も高いものは「介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている」で 36.1% 

 「パートタイム勤務」で最も高いものは「介護のために、「労働時間を調整（残業

免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」で 40.8% 
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【在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス】 

 

   前回と比較すると、「特になし」の割合がやや減少（2.1 ポイント）しています。 

図表３-２ 在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

前回調査 

 

18.0%

13.5%

17.2%

12.7%

12.5%

24.9%

30.9%

21.2%

10.4%

2.3%

30.1%

10.7%

0% 20% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=599)

18.8%

13.6%

17.2%

15.7%

12.0%

27.0%

27.7%

20.1%

12.5%

7.0%

28.0%

11.5%

0% 20% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=618)

 「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」の割合が最も高く 30.9%となっている一方、「特

になし」も 30.1％と高い 
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（３） 保険外の支援・サービスを中心とした地域資源の整備の検討 

【要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス】 

 

    「要介護１・２」では「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」が 33.3%ともっとも割合が高

く、次いで「特になし」が 33.0%、「外出同行（通院、買い物など）」が 29.5%となっています。 

「要介護３以上」では「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」が 37.0%ともっとも割合が高

く、次いで「特になし」が 34.4%、「外出同行（通院、買い物など）」が 25.0%となっています。 

図表３-９ 要介護度別・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

 

  

 要介護度によって必要と感じる支援・サービスに差がある。要介護１・２で低いが、

要介護３以上で高いものは「調理」、「掃除・洗濯」 

20.5%

13.2%

17.3%

13.7%

12.6%

29.5%

33.3%

24.9%

12.0%

2.6%

33.0%

19.8%

18.8%

22.9%

15.1%

16.7%

25.0%

37.0%

21.9%

10.9%

2.6%

34.4%

0% 20% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

要介護１・２(n=342) 要介護３以上(n=192)
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（４） 将来の世帯類型の変化に応じた支援・サービスの提供体制の検討 

【要介護度別・サービス利用の組み合わせ】 

 

図表４-７ 要介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯） 

 

図表４-８ 要介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯） 

 

図表４-９ 要介護度別・サービス利用の組み合わせ 

 

24.2%

14.5%

12.1%

23.6%

18.2%

32.7%

45.5%

29.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

(n=99)

要介護３以上

(n=55)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

23.5%

32.3%

18.6%

9.2%

14.7%

21.5%

43.1%

36.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２(n=102)

要介護３以上(n=65)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

27.8%

20.2%

12.5%

11.2%

19.3%

39.3%

40.3%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２(n=176)

要介護３以上(n=89)

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

 すべての世帯において、要介護度の重度化に伴い、「訪問系を含む組み合わせ」が増加 

 夫婦のみの世帯の要支援３以上は「未利用」が 32.3％と、他の世帯や要介護度と比較

して高い 
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（５） 医療ニーズの高い在宅療養者を支える支援・サービスの提供体制の検討 

【要介護度別・訪問診療の利用割合】 

 

図表５-６ 要介護度別・訪問診療の利用割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「利用している」は要介護５を除き、大きな差はみられない 

17.3%

16.8%

14.8%

18.5%

27.3%

82.7%

83.2%

85.2%

81.5%

72.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１(n=225)

要介護２(n=137)

要介護３(n=108)

要介護４(n=65)

要介護５(n=33)

利用している 利用していない
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（６） 独自設問 

【人生会議や人生の最期（看取り）について話をしているか】 

 

図表７-４ 人生会議や人生の最期（看取り）の話 

 

 

【人生の最期（看取り）をどこで迎えたいか】 

 

図表７-５ 人生の最期（看取り）を迎えたい場所 

 

 

  

15.9% 9.2% 71.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=599)

普段からしている 以前はしていたが、現在はしていない

していない 無回答

44.6% 18.4%

2.3%3.3% 1.3% 1.2% 0.3%

25.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=599)

自宅 病院
介護老人保健施設（老健） 介護老人福祉施設（特養）
有料老人ホーム・ケアハウス サービス付き高齢者向け住宅
その他 わからない
無回答

 「していない」が最も高く、71.0％となっている 

 「自宅」の割合が最も高く 44.6%となっている 
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【高齢者の介護のほかに、子どもや障害のある人のケアや世話をしているか】 

 

図表７-８ 子どもや障害のある人のケアや世話 

 

 

  

4.9%

5.3%

6.5%

6.1%

3.8%

65.2%

2.0%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80%

18歳未満の子どもの養育

（食事・身の回りの世話など）

子どもの送迎や学習・生活の支援

孫の世話（送迎・保育など）

障害のある家族（子どもを含む）の

介助や生活支援

その他

特に行っていない

主に介護している人に確認しないと

わからない

無回答

(n=494)

 「特に行っていない」の割合が最も高く 65.2%となっている一方、ケアや世話をしてい

る人も一定数存在する 
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【高齢者の介護とその他のケアや世話を両立する中で、特に負担や不安を感じる点】 

 

図表７-９ 負担や不安を感じる点 

 

 

57.6%

72.7%

33.3%

17.2%

5.1%

5.1%

6.1%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80%

時間的な負担（介護と子育て・世話を同

時に行うことの難しさ）

心身の疲労

（休養や自分の時間が取れない）

経済的な負担

（教育費や医療費などと重なる）

育児や家族への支援に

十分な時間を割けない

相談できる先や情報が少ない

周囲の理解や協力が得にくい

その他

無回答

(n=99)

 「心身の疲労（休養や自分の時間が取れない）」の割合が最も高く 65.2%となっている 


